発声による体表振動を利用した高騒音下音声情報取得デバイスの開発 by 高橋 紀成
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
大学院  電気通信学研究科  博士前期課程     知能機械工学専攻 
氏     名       高橋 紀成 学籍番号  0634032 
論 文 題 目 発声による体表振動を利用した高騒音下音声情報取得 デバイスの開発 
 
 要  旨 
 高騒音下におけるコミュニケーションは，身近なところでは携帯電話使用時
や，工事現場での作業，また，レスキュー活動などへの応用に向けて注目が集
められている．現在までに，信号処理により騒音下で発した音声の中から必要
な成分を抽出する研究が盛んに行われており，この技術は音声認識などの分野
に応用されるなどの成果を挙げている．しかし，騒音下でヒトの声を計測する
センサの研究としては，小型コンデンサマイクロフォンや小型圧電素子を用い
て骨や皮膚を伝わる振動を計測することが試みられてきたが，それらのセンサ
には電力供給の問題や，形状，出力電圧などの点で課題が残されている． 
 そこで，センサとして新たにPVDFフィルムを用いることを提案する．PVDFと
は，圧電性を有するフッ素化合物であり，耐熱性や耐薬品性にも優れ，パイプ
や釣り糸などに利用されている． 
 本研究では，まず，高騒音下で使用可能な音声情報取得デバイスの開発を目
標とし，デバイス評価を行うための高騒音環境を再現できるシステムを構築し
た．そして，PVDFフィルムを用いた高騒音下での音声情報の計測実験を行い，
デバイスの最適構造や音声聴取部位について検討した．また，計測された音声
に信号処理を施すことによって，音声を明瞭にする方法についても合わせて検
討し，以下の知見を得た． 
（１） 皮膚を伝わる振動を計測するセンサとして，PVDFフィルムを利用するこ
とは有用であり，約4000Hzまでの周波数を計測することができる． 
（２） ヒトの額の皮膚は，低周波数に関して左右方向に振動しやすい可能性が
あり，計測時にPVDFフィルムの振動検知方向を上下方向にすると，周囲
の騒音に含まれる低周波数成分が混入しにくい． 
（３） PVDFフィルムと，フィルム固定用バンドの間に，任意の素材を挟むこと
によって，計測できる周波数帯域や混入する騒音の周波数成分が変化
し，軟らかい素材は周波数帯域を広げ，硬い素材は侵入する騒音の成分
を減らす傾向がある． 
（４） 擬似クリック音を発し，マイクとPVDFフィルムで計測した結果を比較す
ると，PVDFフィルムでは低周波数成分が多いことが分かった．そこで，
フィルタにより低周波数成分を減らすことで，PVDFフィルムで計測した
音声を気導マイクで計測した音声に近づけることができ，会話の聴取が
容易になる． 
 
 
